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■新技術の概要

これまでに我々は、オキシカム系抗炎症薬であるメロキシカム等が神経細胞死を

抑制し、パーキンソン病モデルマウスにおいて運動障害を軽減することを報告し

た。そこで、メロキシカムの基本骨格に基づいて構造展開を行った結果、神経細

胞保護効果を有し副作用の原因となり得る抗炎症効果を減弱させた一連の化合物

群を見出した。 

■従来技術・競合技術との比較

既存のパーキンソン病治療薬はドパミン補充療法に代表される対症療法が中心と

なっている。我々が特許出願した新規化合物群は、それらとは明確に異なり、神

経細胞保護作用を示し、パーキンソン病あるいはパーキンソン病関連疾患の根本

的治療薬となり得る。 

■新技術の特徴

・パーキンソン病の根本的治療薬

・既存薬の構造を基盤にした化合物群

・顕著な細胞毒性がないことを確認済み

・一部の化合物について in vivoでの動態・薬効を確認済み

■想定される用途

・抗パーキンソン病治療薬

・パーキンソン症候群の治療薬

・神経細胞を保護するための医薬品
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